
【課題趣旨】
比較的良好な周辺環境における、二世帯家族間の関係性を
考察し空間に置き換える。また、在来軸組構法に対する理
解を深めることを目的とする。
【コンセプト】
日本の伝統的な家族の姿を尊重した完全同居型プランとす
る。共有スペースを充実させることで、家族6人が程よい距
離感で繋がりを感じられる空間を提案する。また将来の家族
構成の変化に対応できる、可変性のある間取りが特徴となっ
ている。（矢嶋克行）
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夫　43歳
大学准教授

妻　42 歳
デザイナー

長女　16 歳
高校生

次女　14 歳
中学生

長男　12 歳
小学生

祖母　66歳
元中学校教員

工事場所　　群馬県前橋市緑が丘町　　　　　　    用途地域　　第 1種低層住居専用地域
各階床面積　1階　146.57 ㎡　2階　86.53 ㎡　　  延床面積　　209.92 ㎡
建ぺい率　　39.44％　　　　　　　　　　　　　  容積率　　　50.01％
建物用途　　専用住宅　　　　　　　　　　　　    構造　　　　木造在来軸組工法
建物高さ　　7.20ｍ

敷地の中心に庭を設ける
敷地の中心に立ち様々な角度で家族
との繋がりを持つ庭を想像する。

O型のボリュームを配置
庭を囲むように１階を配置して外部
からの視線を遮り家族のプライベー
ト空間を構成する。

L 字型ボリュームを乗せる
南側の採光を十分に取り入れるため
北側面に沿ってのみ L字型に２階を
配置する。

屋根を内側に傾ける
屋根を内側に傾けより効果的に光を
中庭に取り込む。北側の屋根も内側
に傾けることで夏季の日差しを遮る。

敷地条件
・敷地面積 420 ㎡・第 1種低層住居専用地域 (50/100)・絶対高さ制限 10ｍ・角地緩和なし

クライアントの要望
・夫婦のための書斎、祖母が書道教室を開くためのスペース ( 生徒数５～６名 ) を設けること。
・駐車場２台 ( 夫婦用 )、屋根付きの駐輪場 (４台 +書道教室用６台程度 ) を設けること。
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今回、都内で一人暮らしをしていた祖母 ( 夫の母 ) がクライア
ント夫婦に同居を提案された経緯がある。そのため、ここで
は日本の伝統的な家族の姿を尊重し、完全同居型プランにお
いて家族 6人が程よい距離感で繋がりを感じる空間が必要と
なる。共有スペースを充実させ、共有スペース同士に繋がり
をもたせ家族の繋がりを感じる空間を提案する。

10 年後、20 年後の未来、子供は家を出て夫婦と祖母の 3人
の生活が想像できる。このとき、諸室の使用方法を変えるこ
とで家族 3人が安全で快適な生活できるような空間が必要と
なる。家族 3人が生活できる機能を 1階に設ける。また、
祖母を夫婦が程よい距離で見守りながら生活できる空間を提
案する。
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未来の生活につながる動線
書道教室の生徒が使用する北側のスロープを
活用することで最小限のバリアで家に入るこ
とが可能となる。
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2 階で家族とつながる
一般的な住宅では祖父母の寝室を 1階
に配置しやすい。そのため祖父母は 2
階に上がることが少なくなる。しかし、
2階に家族 6人それぞれが使用する機
能を設けることで 2階でも家族の繋が
りが生まれることを期待する。学習ス
ペースと書斎は L字に配置することで
空間の繋がりを維持し、適度な距離感

充実したユーティリティーが
快適な生活につながる
洗面室と脱衣室を区別することで 6人
家族でも効率よくユーティリティーを
活用することが可能となる。また、駐
車場から勝手口までの動線、脱衣室か
らタイルテラス ( 物干し場 ) までの動線
を短くし家事の効率化を図る。

外構図兼 1階平面図　S=1/200

2 階平面図　S=1/200　

現在 未来

小さなバリアが健康につながる
老後の生活を見据えてバリアフリー化が進む
現代、バリアを無くすことで活動量の低下、
筋力低下を招きかねない。健康であれば小さ
なバリアは生活に変化を与える材料となる。
祖母室、書斎をあえて 2階に配置することで
階段の上り下りの頻度を増やして活動量の向
上を期待する。長い玄関アプローチ横には植

しむ。長いアプローチという小さなバリアを
楽しむ時間に変える。
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リビングの吹抜でつながる
書斎の南側内壁に設けた障子戸を開くとリビング上部にある吹き抜
けを通して空間が繋がる。リビングで過ごしている家族と書斎にい
る家族が必要に応じて会話でつながることが出来る。

家族の視線がつながる
共有スペースの開口部は中庭に面した壁にのみ開口部を大きく設
けることで家族の視線が自然と中庭に集中する。中庭を通じて視
線で家族の繋がりが生まれる。

学習スペースから中庭を眺める、視線の先に LDK の大きな開口
部から家族の姿が確認できる。

部屋の活用方法を変えて
10 年、20 年後の生活につなげる

10年、20 年後の未来、書道教室の生徒が使用する駐輪場までの動線
を活用することでバリアを最小限に抑え、土間まで車いすでも移動が
可能となる。土間を第 2リビングとして活用することで車いすでの生
活を可能にする。土間を通して主寝室と和室が程よい距離間でつなが
る。夫婦が祖母を見守ることが出来る繋がりを持たせる。
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B-B 断面図　S=1/150

C-C 断面図　S=1/150
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